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このスライドの目的

従来の G Suite for Education は「Google Workspace for Education」
に名称が変わり、ロゴも変更されました。 

このドキュメントは以下の目的でご活用いただけます。

● 変更点について理解する
● 以前の G Suite for Education の名称およびロゴを使用しているウェブ 

プロパティや資料を、組織の準備が整い次第更新する
● 変更点について生徒、スタッフ、教員、保護者に通知する
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概要: 名称とロゴを一新、便利なツールは従来どおり

G Suite for Education の名称が「Google Workspace for Education」に変わりました。

名称が改まっても、コラボレーションの促進、クラスの管理、より安全な学習環境の構築を
実現できるシンプルかつ柔軟なツールを教育コミュニティに提供するという Google の姿勢は
変わりません。 

学校でよく利用されるアプリ（Google Classroom、ドキュメント、スライド、フォー
ムなど）は、今までどおり機能します。そして今後も、教育者や生徒が教え、学び、
共同作業を行うのに役立つ新機能を引き続きリリースしてまいります。

名称変更に加えて、Google Workspace for Education、および Gmail やカレンダー、
ドライブ、Meet といった一部の Google ツールについては、アイコンのデザインも一新され
ました。 

さらに、今年 4 月には Google Workspace for Education の新しいエディションの提供を開始
します。教育機関に固有のニーズに合わせたエディションを複数ご用意しています。 

変更点
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新しい Google Workspace for Education のロゴ

左が従来の G Suite for Education のロゴで、右が新しい Google Workspace for Education のロゴです。

変更点
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各サービスの新しいアイコン
変更点

左が従来の G Suite for Education のアイコンで、右が新しい Google Workspace for Education のアイコンです。

ここをクリックして、新しいサービス アイコンをダウンロードできます。

管理コン
ソール

カレン
ダー

ドキュメ
ント

ドライブ

フォーム

Gmail

Keep

Meet

スプ
レッド
シート

サイト

スライド

コンテンツ共同編集
ツール*

Jamboard**

Classroom**

*このアイコンは、ドキュメント、フォーム、Keep、スプレッドシート、サイト、スライドをまとめて表すために使用されるものであり、個別のサービス アイコンに代わるものでは
ありません。
**これらのアイコンに変更はありません。

アサインメント**

https://services.google.com/fh/files/misc/google-workspace-for-education-product-icons.zip
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Google Workspace for Education のエディション
変更点

Google Workspace for Education は、4 月から以下の 4 つのエディションで構成されます。それぞれの教育機関のニーズに最も適したエディショ
ンをお選びいただけます。 

新しい Google Workspace for Education のエディションについて詳しくは、こちらをクリックしてください。

Education Fundamentals 
G Suite for Education の後継となる Fundamentals エディションは、使いやすい複数の
ツールで構成された無料パッケージです。コラボレーション、学習、クラス管理のための
柔軟かつ安全な基盤として、いつでもどこでもご利用いただけます。

NEW
Education Standard 

Education Standard エディションは、デジタル学習環境をより安全にするために必要な公
開設定や分析ツール、管理機能を備えており、学校が率先してセキュリティ強化にあたる
ことができます。

NEW
Teaching and Learning Upgrade 

Teaching and Learning Upgrade で提供される高度なビデオ通信機能、授業と学習を充実
させる機能、批判的思考や学問的誠実性を促すツールを活用し、教育効果の向上を図るこ
とができます。

Education Plus 
G Suite Enterprise for Education の後継となる Education Plus エディションは、包括的な
デジタル変革をもたらすサービスです。より安全な学習環境を確保できる予防的セキュリ
ティ機能や、学習体験を深めるための高度なコミュニケーションおよびコラボレーション 
ツールが用意されています。

http://edu.google.com/products/workspace-for-education
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コンテンツを
更新する
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Google Workspace for Education のロゴとアイコンを使用する

以降のスライドには、新しいロゴとアイコンをダウンロードするためのリンクが含
まれています。また、使用に関するガイドライン、および更新が必要な場所の
チェックリストもご用意しました。ウェブ プロパティ、ソーシャル メディア、通信
媒体などのロゴとアイコンを更新して、見やすい資料の作成にお役立てください。 

資料を更新することで、授業で使われるツールやアプリへのコミュニティの理解を
促すとともに、既存のオンライン情報と整合性のとれた明確な情報発信を行うこと
ができます。新しい名称とロゴは今日から導入していくことになりますが、資料の
更新は準備が整った時点で始めていただいてかまいません。 

コンテンツを更新する
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Google Workspace for Education のロゴと使用に関するガイドライン
コンテンツを更新する

補助的なロゴ。背景が暗い色の場合に使用し
ます。

メインのロゴ。可能な限り常にこのロゴを使
用してください。

補助的なロゴ。背景が明るい色の場合に使用
します。

ロゴの使用場面（以下は一例であり、これらに限定されるものではありません）:
● デジタル（ウェブサイト、ソーシャル メディア、教員資格認定、学校や地域のイントラネットなど） 
● 印刷物（プリント、研修用資料、概要資料、レターヘッド テンプレートなど）
● メール（メール テンプレート、署名など）

ここをクリックするとロゴをダウンロードできます。

https://services.google.com/fh/files/misc/google-workspace-for-education-logos.zip
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Google for Education のロゴと使用に関するガイドライン
コンテンツを更新する

複数の教育機関向けサービスに関する資料（たとえば、Google Workspace for Education と Chromebook の両方を取り上げる研修用資料）
の場合は、Google for Education のロゴを使用してください。

ここをクリックするとロゴをダウンロードできます。

メインのロゴ。可能な限り常にこのロゴを
使用してください。

補助的なロゴ。背景が暗い色の場合に使用
します。

補助的なロゴ。背景が明るい色の場合に使
用します。

https://services.google.com/fh/files/misc/google-workspace-for-education-logos.zip
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コンテンツを更新する

Google Workspace for Education のロゴを使用する際に避けるべきこと 

Google Workspace for Education のロゴの一貫性と見やすさを確保するため、以下のような使い方は避けてください。

非推奨: 暗い色の背景でロ
ゴを使用する。

非推奨: ロゴまたはアイコン
の色を変える。

非推奨: ロックアップやスタッ
クの個々の要素の大きさを変
える。

非推奨: ワードマークのメイ
ンカラーと同系色の背景を
使用する。

非推奨: 写真の上にロゴを重
ねる。

非推奨: 模様の入った背景に
ロゴを配置する。
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非推奨: Google Workspace 
for Education のロゴ付近に
別のエディションを追加して
ロックアップを作成する。

非推奨: アイコンおよびロ
ゴを加工する。

非推奨: ドロップ シャドウ、
ベベル、ストロークなどのエ
フェクトを追加する。

非推奨: ロゴを曲げる、歪め
る、斜めにする、回転させる
などして形を変える。

非推奨: ロゴを積み重ねて縦
長にする。

Enterprise Plus

コンテンツを更新する

Google for Education のロゴを使用する際に避けるべきこと 

Google for Education のロゴの一貫性と見やすさを確保するため、以下のような使い方は避けてください。
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Google for Education のロゴを使用する際に避けるべきこと 

Google for Education のロゴの一貫性と見やすさを確保するため、以下のような使い方は避けてください。

コンテンツを更新する

非推奨: ロックアップの角度や色を変
える。 

非推奨: 雑然とした画像上にロッ
クアップを配置する。 

非推奨: ロックアップのごく近く
にグラフィックを配置する。

非推奨: ロックアップを余白に対し
て小さく、または大きくしすぎる。

非推奨: 黒の色調が 6%～99% の背
景にフルカラーのロックアップを
使用する。 

非推奨: ロックアップをコピーの
一部として使用する。文中で使用
する場合は、「Google for 
Education」をテキストとして入
力してください。
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Google for Education のアニメーションと使用に関するガイドライン
コンテンツを更新する

この GIF は、Google Workspace for Education の各サービ
スがシームレスに連携して機能するという印象を強める効
果があります。ウェブサイトや動画などに追加すること
で、見た目に楽しく、かつ本格的な資料が完成します。

この動画は、左側の GIF の MP4 バージョンです。
Google Workspace for Education に関する動画の
最後に追加することができます。 

ここをクリックするとアニメーションをダウンロードできます。

https://services.google.com/fh/files/misc/google-workspace-for-education-logos.zip
https://docs.google.com/file/d/1m23sZQ1jhEB8rWWXiiCg6X2Gs9invJeP/preview
https://docs.google.com/file/d/1m23sZQ1jhEB8rWWXiiCg6X2Gs9invJeP/preview
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5 つのサービスのアイコンから成るロックアップ
コンテンツを更新する

非推奨: 一貫性を保ち、見やすさを損なわないようにするため、
ロックアップをロゴと重ねたり、アイコンの順序を入れ替えた
りしないでください。 

推奨: Google Workspace for Education のロゴの使用が適切では
ない場合（冗長になるなど）、この 5 つのアイコンのロック
アップを使用します。他のテキストやロゴと、この 5 つのアイ
コンのロックアップとの間に十分な余白をとるようにしてくだ
さい。
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ブランド提携
コンテンツを更新する

非推奨: Google Workspace for Education のロゴは、提携を示す
目的で使用しないでください。また、一方のブランドまたは組
織を他方より目立つように表示することも避けてください。

推奨: ブランド提携しているロックアップを示す場合に、
Google for Education のロゴを使用できます。それぞれのロゴ
が見た目に釣り合いがとれていて、双方のブランドまたは組織
が同程度に目立つようにします。
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Google のサービス名の表記 

コンテンツを更新する

正しい表記 不適切な表記

Gmail GMail
Google の Mail

Google ドライブ / ドライブ GDrives
Google の Drive

Google の、または Google Workspace の共同編集用コンテンツ作成
ツール（ドキュメント、スライド、スプレッドシートなど）

エディタ
ドキュメント

Google Meet Meets
Google Meets
Google の Google Meet
Google の Meet
Google Hangouts Meet

Google カレンダー / カレンダー Google のカレンダー
Cal
GCal または GCalendar
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Google のサービス名の表記（続き）
コンテンツを更新する

正しい表記 不適切な表記

Google ドキュメント / ドキュメント Google Documents
GDocs

Google サイト / サイト Google のサイト
GSites

Google フォーム / フォーム Google のフォーム
GForms

Google Keep Google の Keep
キープ

Google スプレッドシート / スプレッドシート Google のスプレッドシート
GSheets

管理コンソール / Google Workspace 管理コンソール Google 管理コンソール

Google Voice / Voice Voice Phone
Google の Voice

Google Chat / Chat Chats
Google Chats
Google の Google Chat
Google の Chat
Google Hangouts Chat 
GChat
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アセットおよび資料の更新:チェックリスト

このチェックリストの目的は、現在「G Suite for Education」の名称および以前のロゴまたはアイコンが使用されている可能性がある場所を特定
しやすくすることです。このリストを参考にしつつ、ここに記載されていない学校固有の場所がないかどうかもご確認ください。

コンテンツを更新する

オンライン

❏ ウェブサイトのヘッダー、フッター

❏ テクノロジーや関連リソースに関するウェブページ

❏ 学校または地域のイントラネット

❏ オンライン トレーニングやオンライン研修用リソース

❏ ウェブサイトの概要紹介ページ

❏ ソーシャル メディアのページ

❏ 教員資格認定関連のウェブページ（LinkedIn など）

❏ G Suite を参照している URL やメタデータ

❏ ファビコン

❏ 研修資料内のスクリーンショット

メール 

❏ メール テンプレート

❏ 署名

印刷物

❏ 研修（新人研修）用資料

❏ 生徒、保護者、教員向けのテクノロジー関連の概要資料

❏ レターヘッドまたはその他のテンプレート
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変更点について通
知する
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ブランド変更についてコミュニティに通知する

以降のスライドは、これらのブランド変更についてコミュニティに最新情報を提供する際に参
考にしていただけます。 

教員、スタッフ、ボランティアに宛てた内容と、保護者に宛てた内容の 2 種類のメール テンプ
レートをご用意しました。メールの文面は必要に応じてご自由に変更してください。

関係者に伝えるべき最も重要な点は、G Suite for Education の名称とロゴは変わっても、生徒や
教員は現在授業で使用している Google のツールを今までどおり利用できること、そして機能自
体に変更はないことです。 

また、Google Workspace for Education へのリブランドについてよくある質問と回答例もいく
つかご紹介します。

変更点について通知する
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メール テンプレート

教員、スタッフ、ボランティア宛て通知メール

保護者宛て通知メール

変更点について通知する

https://docs.google.com/document/d/1lnmuTgrJ3YvOQ4C_EOrjUG1pHEmuPTZ0pzHxR4WahaE/edit
https://docs.google.com/document/d/1pxg0mTerPtB3cvPcGvKxpFFHCEobsR-s3dZhZyyo6eE/edit
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よくある質問*

01

02

03

04

05

*これらの回答が当てはまるのは、対象となる教育機関です。

Classroom、ドキュメント、スプレッドシート、スライド、Google Meet、フォームなどの機能やユーザー イン
ターフェイスは変わるのでしょうか？
いいえ。これらのツールの機能やデザインは今までと変わりません。 

Google Workspace for Education は、学校では引き続き無料で利用できるのですか？ 
Google Workspace for Education Fundamentals（旧称 G Suite for Education）は、対象となる学校では今後も無料
でご利用いただけます。 

Google Workspace for Education でもアップデートや新機能は入手できますか？ 
はい。生徒や教師の特定のニーズに応えるサービスの構築に注力するという Google の姿勢は変わりません。 

Google Workspace for Education のサービスに関する最新情報はどこで確認できますか？
Twitter で Google Workspace をフォローしたり、Google Workspace のニュースレターに登録したり、
ブログをチェックしたりしてご確認いただけます。 

Classroom や Meet などは今後も使用できますか？
はい。教師、生徒、管理者の方々は引き続き、Classroom、アサインメント、Gmail、カレンダー、
ドライブ、ドキュメント、スプレッドシート、スライド、Meet などのツールをご利用になれます。 

新しい Google Workspace for Education のエディションについての詳細はどこで確認できますか？
詳細については、edu.google.com/products/workspace-for-education にアクセスしてご確認ください。 

06

変更点について通知する

https://support.google.com/a/answer/134628?hl=ja
https://support.google.com/a/answer/134628?hl=ja
https://twitter.com/GoogleForEdu?ref_src=twsrc%5Egoogle%7Ctwcamp%5Eserp%7Ctwgr%5Eauthor
https://edu.google.com/intl/ja/newsletter/
https://blog.google/outreach-initiatives/education/
http://edu.google.com/products/workspace-for-education

